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第３章 区計画 

◇基本目標１ 地域での「つながり」のあるまちづくり  

◇基本目標２ 「一人ひとりの力」が発揮できるまちづくり  

■地区ボランティアセンター連絡会の開催

区・地区のボランティアコーディネータ

ー間の交流による情報交換及びスキルアッ

プを目的に連絡会を開催しました。 

 

 

 

 

緑区社会福祉協議会では「区計画」の推進について、区役所及び地域ケアプラザと共に、全地区での地域

課題の解決に向け様々な取組を行っており、平成２５年度の取組の一部を紹介します。 

 

 

 

・ 地区担当制を継続することで、関係機関との情報共有を深め、地域の福祉活動の支援につなげました。 

・ 地域福祉講座補助金を介して、助成を希望する３つの地区社協と協働し、地区に望まれる研修を地域の

方々と展開しました。 

・ 地区社協との連携強化を目指し、情報交換会を６地区で開催しました。 

・ １１地区の地区別計画推進への支援を目的に地区別計画推進事業を区役所、地域ケアプラザと協働で行 

 いました。 

 

 

 

・ 地区ボランティアセンター支援事業を介して３つ

の地区社協に対して地区社協単位でのボランティア

相談窓口の開設・運営に関する支援を行いました。 

・ 区及び地区のボランティアコーディネーターの交

流とスキルアップを目指し、地区ボランティアセンタ

ー連絡会を開催しました。 

・ 夏休みの期間を活用し、中・高・大学生のボラン

ティアを募集し、福祉施設等へコーディネートを行う

ことで福祉への理解と新たな担い手の発掘を進めま

した。 

・ 移動情報センターへの相談について、地区ボラン

ティアセンターを中心に、地域とニーズの共有を図る

ことで、幅広い人材でのニード解決につなげました。 

・ ボランティア分科会の手話サークル３団体と協力

し、手話を未体験の方を対象に講座を開催しました。 

 

●区社会福祉協議会の主な取組 
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第３章 区計画 

◇基本目標３ みんなが活動できる「機会・場」のあるまちづくり 

◇基本目標４ 必要な「情報」が入手しやすいまちづくり 

・ 移動支援につながる人材育成のため付添いボランティア養成講座を区域・地区域で開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ より適切な拠点運営と団体間の交流促進を図るため、拠点利用者調整会議を開催しました。 

・ 子育て支援者間の交流促進を図るため、「緑区地域子育て支援拠点 いっぽ」及び区役所と協働し、

子育て支援者交流会を開催しました。 

 

 

 

・ 緑区学齢障がい児の余暇を考える会において夏休み余暇

活動の情報を集約、ホームページで情報を発信しました。 

・ 区社協ホームページによるタイムリーな福祉情報の提供

を行いました。 

・ ボランティアの募集については、ホームページに加え、

メールマガジンを活用したボランティア情報の発信を行

いました。 

・ 区社協だよりを年２回（１０月、３月）発行し、福祉 

 情報を提供しました。 

・ 移動に支援を必要とする障がいのある人に対する相談や 

 情報提供などを行いました。 

 

 

■メールマガジンを活用したボラン 

ティア情報の発信 

月１回、登録ボランティアの中で 

希望のある方にメールマガジンに 

よるボランティア情報を発信して 

います。 

■移動情報センター事業の実施 

 移動に支援を必要とする障がい児者等に対する 

相談対応や、情報提供などを行うとともに、移動 

支援につながる人材を育てる取組も行っています。 

7 月には区域、2 月には鴨居地域ケアプラザと共 

催で、付添いボランティア養成講座を開催しました。

＜知的障がいの理解の講座の様子＞ 
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第３章 区計画 

◇基本目標５ 「安全・安心・健康」のまちづくり 
 

 

 

・ 災害ボランティアコーディネーター養成研修及び 

養成講座修了者に対するフォローアップ訓練を区役所

と共催で開催しました。 

 

 

・ 地域ケアプラザコーディネーター連絡会と協働で、

避難所運営ゲーム「ＨＵＧ」の勉強会を行いました。 

 

 

・ 福祉施設等分科会においては、災害時の情報共有を目的に、回覧版を使用した会員間の協力体制の構築

を行いました。この取組では、区内を４つのブロックに分け、各ブロックで協議・検討を進めることで、

近隣の施設・団体との連携強化を図り、いざという時に備えるとともに、種別や法人の枠を越えた日常的

な関係づくりを目指していきます。 

・ 権利擁護事業においては、十日市場地区を対象に、 

地域ケアプラザ、区役所と協働で成年後見制度と 

あんしんセンター事業の説明会を行いました。 

 

 

 

＜あんしんセンター事業説明会の様子＞ 

 

・ 市民後見人養成に関する活動支援モデル事業

の実施においては市社協と締結した事業協定

を基に、市民後見人実習生１５名の現場実習を

行いました。 

 

・ 現場実習修了により、１５名全員の方が、市

民後見人養成活動支援モデル事業における養

成課程を修了、横浜市で初の市民後見人の候補

者が誕生しました。 

 

・ 上記修了者を中心とした「後見活動について

の勉強・啓発の自主グループ」の立ち上げ支援

を行いました。 

 

＜災害ボランティア 

コーディネーター養成研修の様子＞ 


